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2302 離島覚書（沖縄県・西表島） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウキペディアより引用 

 

令和５年１月 14日 

大原港 

 「ホテルピースランド石垣」から徒歩で石垣港離島ターミナルへ。７時 10分発の八重山

観光フェリーの高速船・「サザンキング」で西表島の大原港に向かう。 

 西表島の面積は 289.62 ㎞ 2で、周囲は 174.5 ㎞もある。沖縄県では本島に次ぐ大きな島

で、石垣島よりも大きい。ただ 2020年国勢調査時の人口は 2,314人（1,206戸）と少なく、

石垣島の 1/20以下である。島の集落は東部地区と西部地区に大別され、後述するように両

地区を結ぶ陸路が開通したのは 1977（昭和 52）年のことであった。こうした事情から、西

表島の玄関口は東部の大原と西部の上原に分かれていて、石垣港からの船は両港を結んで

いる。 

八重山観光フェリー㈱と安栄観光㈱の２社が石垣島と西表島を結ぶ連絡船を運航してい

る。両社とも大原及び上原との間に１日６便運航しているからきわめて便利がいい。石垣港

と大原港までの所要時間は約 40～45 分、石垣港と上原港の間は約 45～50 分であり、上原

港の方が少し時間がかかる。 

日本の西に位置する石垣島は関東とは１時 30分ほど時差がある。７時はまだ真っ暗であ

った。大原港に行く途中で、東海上に太陽が現れた。ただし当日は曇天で、水平線から姿を

現した太陽はすぐに雲の間に隠れた。 

 西表島を訪れるのは今回で３回目である。最初は 48年前に新婚旅行で訪れた。船はフォ

ーバークラフトだった。当時は島の東と西をつなぐ道路がなかったから、西部地区には行か

大原 

上原 

白浜 

船浮 
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なかった。２回目は鳩間島から上原港に入って１泊し、由布島や新城
あらぐすく

島を訪ねているが、

この時は上原から大原まで西表交通の路線バスに乗った。 

 石垣港発の第１便は８時前に大原港に到着した。大原港には野球のユニホーム姿の小中

学生が多数おり、大挙して船に乗り込み石垣港に向かった。たぶん石垣島で野球の試合があ

るのだろう。レンタカー会社は８時から営業するので、ターミナルまで迎えに来てくれない。

レンタカー会社に徒歩で向かうべく周囲を探したが、予約していた「やまねこレンタカー」

の事務所は見当たらない。もたもたしているうちに８時を過ぎたので会社に電話をかける

とすぐに迎えにきてくれた。 

西表島は島の８割が国有地で、大部分が原生林である。集落は海岸線に沿って点在し、内

陸部にはない。後述するように浦内川の上流に稲葉という内陸部の集落があったが、1970年

代には廃村になっている。 

西表島は全島がほぼジャングルで覆われ、居住に適した場所がなく、しかもマラリアの感

染地域であったから、入植しても廃村を繰り返していた。戦後、米軍によるマラリアの撲滅

によって始めて安心して暮らせるようになった。したがって現在の集落はマラリア撲滅後

に入植してきた人たちによって築かれたところが多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大原港の船客待合所（左）、下船客と大原から船に乗り込む中学生（右） 

 

サトウキビと製糖工場 

 西表島の産業は農業と観光業が中心で、漁業はあまりさかんではない。西表島の漁業者は

石垣島に本所がある八重山漁協に所属しており、正組合員は 11人、准組合員は４人、合わ

せて 15人にすぎない。 

農業の形態は東と西で大きく異なっている。東部地区はサトウキビと畜産（肉牛の繁殖）

が中心なのに対し、西部地区はパイナップルやマンゴー、ドラゴンフルーツ、バナナなどの

果樹栽培を主としている。 

 東部地区には、南から豊原、大原、大富、古見、美原、高那の６つの集落がある。 

やまねこレンタカーで軽自動車を借りて、南のはずれの豊原に向かう。途中に西表製糖の

工場があった。製糖工場の操業期間は 12月中旬から４月までである。すでに操業が始まっ

ていたので、朝早くからサトウキビを満載したトラックが工場内に入って行く。この工場で

は含蜜糖（黒糖）を作っている。入口近くにいた工場の従業員によると、西表島のサトウキ

ビの生産農家は 86戸である。畜産との複合経営体が多い。一部は畜産に専念するためにサ
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トウキビ生産をやめる農家もみられたが、島外からの移住者の就農もあり、生産農家数は維

持されているという。西表島のサトウキビ畑の面積は 150haほどで推移している。 

島にはハーベスターが１台あり、これを組合方式で管理しており、全体の約３割が機械刈

りで残りの７割が未だに手刈りとのことだ。操業期間中、工場は 24時間フル操業している

らしい。 

 西表島では 1950年代以降に東部地区の豊原、大原、古見、西部地区の上原、住吉の開拓

集落でサトウキビの栽培が始まり、当初は集落ごとに小規模な製糖工場が設けられた。1960

（昭和 35）年に西表製糖㈱（本社浦添市）が設立されると、島内で生産されるサトウキビ

の一括処理が行われるようになる。その後、工場は西表糖業㈱に社名変更された。 

2015（平成 27）年には竹富町が旧工場跡に現工場を新設し、処理能力は日産 80トンから

100トンに増えた。この工場を西表糖業㈱が指定管理者となり、西表島で生産されるサトウ

キビのほとんどを処理している。美原
み は ら

地区に個人が営む昔ながらの製糖工場があるが生産

量は少ない。なお直近の 2020／21 年期は 11,459 トンの原料を処理し、産糖量は 1,498 ト

ンであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西表製糖㈱の製糖工場（左）収穫を終えたサトウキビ畑と株出し法による栽培（右） 

 

豊原 

 東部地区の最南端が豊原の集落である。集落から３㎞ほどの南風
は い

見田
み だ

の浜で行き止まり

になり、その先はジャングルになる。つまり西表島を一周する道路はなく、島の海岸部で通

行可能なのは 2/3ほどだ。 

 海岸沿いを通るのは県道 215号（白浜
しらはま

南風
は い

見
み

線）で、通称は「北岸道路」と呼ばれ、総延

長は 54㎞である。県道には西表交通㈱の路線バスが運行されている。豊原は南部のバスの

起点で、後述する北西部の白浜集落との間を結んでいる。豊原のバス停には「「日本最南端

のバス停」と書かれていた。なお豊原・白浜間の道路が全線開通したのは 1977（昭和 52）

年のことである。私たちが新婚旅行に西表島を訪れた当時（1975年）、東部と西部は道路で

つながっていなかったので、訪れたのは大原周辺に限定されたことはすでに述べた。 

 東部と西部の集落は孤立していたから、船で大原から上原まで行くか、さもなければ古見

の集落から西部の浦内川にあった集落までジャングルを山越えする道を歩かなければなら

なかったのである。豊原と白浜を結ぶ路線バスの所要時間は約１時間 40分で、１日に４便

が豊原と白浜の双方向から運航されている。 
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豊原は政府の計画移民の集落で、1953（昭和 28）年３月に 47 戸 193 人が入植している。

出身地は沖縄本島（大宜味
お お ぎ み

、北谷
ちゃたん

、仲里）、伊江島、宮古島（平良
た い ら

、城辺
ぐすくべ

）、奄美大島であっ

た。当初は芋、陸稲、野菜を作っていたが、現在はサトウキビと畜産が集落の経済を支えて

いる。集落の中心地に公民館が置かれていて、その敷地内に「開拓之碑」と書かれた石碑が

たち、石碑には入植者の氏名と出身地が刻まれていた。 

令和４年 12 月末時点の人口は 181 人、世帯数は 92 戸である。この中には外国人２人が

含まれている。入植当時と比べると、世帯数は倍増しているが、人口はあまり変わらない。 

なお、南風見田の浜の手前に、大東亜戦争末期に波照間島から西表島に強制疎開させられ

た集落があった。しかし、入植後まもなくマラリアに罹患し、最終的に全島民 1,590人の３

割の島民が死亡している。そのことを記録する「忘勿石」が立っているが、時間の関係で見

に行けなかった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊原集落の公民館前に建つ開拓之碑（左）、集落の外れで待機しているバス（右） 

 

大原と大富 

 サトウキビ畑と牧草地、製糖工場を過ぎると、島で２つしかない信号機のある交差点にで

た。大原港（正式名称は仲間港）から登って来る道路が交わる。この信号は「日本最南端の

信号機」と呼ばれている。この交差点の先の右側にやまねこレンタカーの大原営業所がある。 

大原は仲間川を隔てた大富の集落と共に西表島東部の中心集落である。令和４年 12月末

時点の住基台帳上の人口は 293人、世帯数は 170戸であった。 

大原は西表島の南東に浮かぶ新城島
あらぐすくじま

の人々が 1938（昭和 13）年と 1941（昭和 16）年に

集団移住してできた集落で、東部地区ではこの先の古見に次いで古い集落になる。なお新城

島は上地と下地の２つの島に分かれているが、上地には 10人ほどが住み、下地は全島が牧

場になっていて管理人が１人常駐しているだけだ。 

大原は定期船が発着することから島の玄関口でもあり、町役場の出張所があることから

東部地区の行政の中心である。また竹富町立大原小学校が置かれ、豊原、大原、大富の３集

落の子どもたちが通う。 

 仲間川に架かる仲間橋を渡ると大富の集落に入る。大富の集落も戦後の 1952（昭和 27）

年８月に計画移民が入植した集落である。当初の世帯数は 58戸、入植人口は 238人であっ

た。出身地は沖縄本島（大宜見、具志川、西原）、波照間島、竹富島、黒島、石垣島（上原、

新川、大浜）、そして大阪の各地からやって来た。当初は陸稲、落花生、バナナ、パイナッ
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プル、サトウキビ、水稲がつくられていた。現在の人口は 303人、世帯数は 179戸なので入

植当初よりも人口、世帯数ともに増えている。 

仲間川は西表島で２番目に長い川で、河口域に干潟が発達、流域にはマングローブが生育

している。この川には「仲間川観光」の船が就航し、重要な観光資源になっている。48年前

は小さなボートで上流まで連れて行ってもらった。 

大原と大富は仲間川を挟んで断絶していたが、1956（昭和 31）年にアメリカ軍によって

鉄骨造りの仮橋が架けられ、２つの集落は陸続きになった。仲間橋は 1968（昭和 43）年に

コンクリートの橋になり、さらに 1991（平成３）年に建て替えられている。集落の中心部

に沖縄県の特徴でもある大富共同店が置かれている。恐らく開拓当初に設置されたもので

あろう。また県道 215 号が直角に曲がる角には町立大原中学校が置かれており、校庭は広

い。この中学校は東部地区の全集落が学区になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仲間川（左）、大富集落にある共同売店（右） 

 

古見 

 大富の次の集落が古見である。これまで通過してきた集落は何れも戦中前後の入植によ

って開かれたものだが、古見は例外で、西部地区の祖
そ

納
のう

とともに古くから開けていた東部地

区唯一の集落である。15 世紀には八重山の中心地として繁栄していたらしい。しかし、マ

ラリアによって廃村を繰り返し、現在の集落民は戦後、新たに入植してきた人達である。人

口は 72人（34戸）で、大原や大富の後塵を拝している。 

 集落の北と南に後
しい

良
ら

川と前良
ま い ら

川とが流入し、前面の湾には干潟が広がり、マングローブ林

が発達している。後良川河口にはヤマネコの親子の銅像が置かれていた。 

集落内中心部の県道脇に古見小学校が置かれている。同小学校は古見、美原
み は ら

、由布（由布

島）を校区としている。 

古見の北部は美原と由布の小字になる。古見の北東に位置する由布島は戦前から竹富島

や黒島の出作地であった。西表島はマラリアに汚染されていたが、由布島は海を隔てていた

ためマラリアの発生がなかったからだ。その後、由布島には 14戸が定住していたが、1969

（昭和 44）年の台風で、全島が水没するという壊滅的な被害を受け、11戸が対岸の美原に

移住して集落を形成したのだった。由布島は水牛車で渡れる面積 0.15 ㎞ 2の小さな島で、

旧島民の西表正治夫妻によって由布島植物園が開園以降、島を渡る水牛車は有名になり現

在は西表島の一大観光地になっている。 
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美原には 38人（21戸）が住む。一方、由布に住む９人（９戸）は由布島の観光施設で働

く人たちである。美原は災害で移転した集落なので一ヶ所に固まっている。もともと米作り

の農業を生業とした人々が避難、移住した集落なので、今でも米づくりが中心で、県道脇に

は土地改良された広大な水田が広がっていた。しばらく、海岸沿いを走り、続く集落が高那

である。この集落には 18人（14戸）が住む。ここには後述するように「西表島ジャングル

ホテルパイヌリヤ」と「エコビレッジ西表」という２つのリゾートホテルがあり、その関係

者が住んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古見の集落内の道路（左）、土地改良で造成された田（右） 

 

船浦と上原 

ジャングルホテルを過ぎると、人家は全くなくなり、海岸沿いの道が続く。右手は海、左

手はジャングルである。ところどころで小さな川が流入する。やがて船浦海中道路が現れた。

小さな湾を横切るようにまっすぐに橋が架かっている。ちょうど雨上がりだったことから、

橋の上には虹がかかっていた。橋のたもとにはイリオモテヤマネコの像が置かれている。 

この橋は 1977（昭和 52）年に開通している。橋の完成によって西表島の東と西が一体化

した。船浦海中道路をわたると、西地区の最初の集落である船越に入る。 

橋を渡って集落の手前の坂を下ると、地方港湾船浦港（船浦地区）である。琉球瓦の休憩

所と船置き場の２つの建物が建つ。港にはダイビング用の船が６隻係留されている。漁船ら

しき船はないから、マリンレジャー用の港といっていい。 

再び 216号に戻り、坂を登ると町立船浦中学校があった。西地区の上原、船浦、住吉、中

野、浦内の５集落から生徒が通う。 

船越の集落は高台に形成されている。ちょうど県道が直角に曲がる角に、町営住宅が建つ。

反対側にはイノシシ、ノコギリガザミ、地ダコを食べさせる「ぽけっとはうす」という居酒

屋があった。この店はお酒が飲めるようにと宿まで顧客を送迎してくれる。 

船浦の隣の集落が上原である。上原には地方港湾・船浦港（上原地区）があり、石垣島と

結ぶ高速船やフェリーの発着場になっている。つまり西部地区の玄関口にあたる。港には、

10数隻の船外機が陸揚げされていた。 

 上原の人口は 260人（141戸）で、西部地区の中では住吉に次いで多い。20世紀の初めに

マラリアでいったん廃村になっているが、その後、鳩間島や沖縄各地から入植があり、現在

は西部地区を代表する集落になっている。 
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 集落は港背後の県道 215 号に沿って帯状に形成されている。集落内には飲食店や民宿が

多い。鳩間島の帰りに上原集落に泊まり、翌日、由布島と新城島（上地）に行った。その時

に泊ったのが上原館で、夕食を食べたのが新八食堂であった。新八食堂ではリュウキュウイ

ノシシを食べているので、昼食をここで食べようと期待していったのだったが休業中だっ

た。集落内にはスーパーマーケットを標榜する「スーパー川満」がある。なお、西表島には

コンビニはなく、個人の商店か共同店だけだ。 

集落背後の高台は船越から続く樹園地になっていて、パイナップル畑とマンゴー栽培の

温室が広がっている。この一帯は果樹栽培が盛んなのだ。 

中野の集落に向かう途中に「パーラー美々」という店があり、ここでソーキそばの昼食を

食べる。季節外れのパインがサービスとして出てきた。その先に町立上原小学校が置かれて

いた。小学校の前身は宇多良にあった炭鉱・丸三鉱業の従業員によって設立された「みどり

学園」がルーツで、1949（昭和 24）年９月に八重山民政府によって「西表小学校浦内分校」

として設立され、現在に至っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

虹がかかる船浦海中道路（左）、上原港の船客待合所（右） 

 

パインとマンゴー 

 西表島は観光業と農業の島である。農業は上述したようにサトウキビと畜産、そして果樹

栽培である。これに米が加わる。西部地区は果樹栽培が盛んで、パイナップル、マンゴー、

ドラゴンフルーツ、バナナなどが栽培されており、中でもメインはパイナップルとマンゴー

だ。 

 2020年国勢調査時の西表島の農業就業者数は 172人で、全就業者数（1,262人）の 13.6％

を占めている。宿泊飲食サービス業（291人）、生活関連サービス業（194人）に次いで多い。 

 最近の西表島の農業関連の統計データは秘匿されているため、多少古いデータになるが、

2015（平成 27）年２月時点の経営耕地面積は 550.2haで、このうち畑が 443.3ha、田が 59.6ha、

樹園地が 47.7haであった。畑のうちサトウキビの作付面積は 232.6haなので、残りの大部

分は牧草地になる。この時点の農業経営体数は 75経営体であった。 

 西表島におけるパインナップルの生産は 1956（昭和 31）年ごろから大富集落を中心とし

た東部地区で始まった。その後、上原を中心とする西部地区に移り、1960（昭和 35）年には

中野集落にパインの加工場ができている。しかし、自由化の波を受けて、パイン缶詰加工は
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衰退、1983（昭和 58）年には工場が閉鎖された。しかし、西表島のパイン農家は生食出荷に

転換し、「完熟パイン」を作出することによって差別化を図り、今日の地位を築いてきた。 

現在のパイナップルの経営体数は 21であり、2020（令和２）年のパイナップルの出荷量

は 948トンであった。 

一方、マンゴーはハウス栽培である点はわが国第２位の宮崎県と共通するが、栽培方法は

異なっている。宮崎県の場合は鉢植えなのに対し西表島の場合は地植え、また宮崎県はボイ

ラーを焚いて加熱するが西表島は無加温栽培である。 

パイナップルはピーチ、ハワイ、ゴールド、スナック、サンスイート、マンゴーはアップ

ル、てぃらら、キーツなどの品種が作られており、収穫時期が多少異なる。パイナップルは

５月末から６月中旬、マンゴーは６月末から７月末にかけてが出荷時期である。 

西表島のパイナップルとマンゴーは市場流通がほとんどなく、個人の農家と個人の消費

者の直接取引、つまりＢｔｏＣである。生産者の多くはホームページを開設し、注文を受け

て宅配便で全国に届けている。 

集落背後の台地にはパイナップル畑、マンゴーのハウス、牧草地が広がっていたが、パイ

ナップル畑の周囲には風をよけるためにハイビスカスの垣根が設けられている。あるいは

バナナの木が周りを囲み、やはり風よけになっていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パイナップル（左）、ハウス栽培されているマンゴー（右） 

 

中野 

 上原小学校を過ぎると中野の集落に入る。海上には平らな鳩間島が浮かんでいた。 

県道 215号と半島を回る道の分岐点に「スーパー八重」があり、その対面に「わいわいセ

ンター」という多目的ホール、広場を挟んで反対側に竹富町役場の西表西部出張所と西表西

部保健所が並んでいた。この一帯は西部地区の行政の拠点となっている。なお、東部地区の

出張所は大原に置かれている。竹富町では、東部地区の大原に新たに大原庁舎と西表島世界

遺産センターを複合拠点施設を建設する計画を有している。 

県道から離れて半島部の海岸沿いの道路を進むと、３階建ての会社の寮のような建物が

あり、自転車がたくさん置かれていた。リゾートホテルの社員寮ではないかと想像したが、

旅から戻って調べると、案の定、後述する星野リゾート西表島ホテルの従業員寮であった。

建物の前の敷地には土が盛られ、シャベルカーが置かれていたので何か建物でも建てるつ

もりなのだろう。 
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多目的ホールわいわいセンター（左）、竹富町役場の出張所と保健所（右） 

 

黒毛和牛 

ホテルの従業員寮を過ぎた高台に西表パイン園がある。ここから眼下を見下ろすとかな

り広い牧草地があった。その一角に 50～60頭の肉用牛（黒毛和牛）が群れをなし、近くに

大きな牛舎が見えた。住吉牧場という。西表島の畜産は黒島や石垣島と同様、草地畜産であ

る。この牧草地は沖縄県の畜産基地建設事業の一環として整備されたものであろう。 

西表島の農業のうち畜産業は重要なウエイトを占めていることはすでに述べたが、島で

行われているのは子牛を生産する「繁殖」である。「肥育」はほとんど行われていない。 

離島統計によると、西表島の総耕地面積は 695haである。島の面積の約 2.4％にすぎない。

このうち牧草地の面積は 145haであった。 

1960（昭和 35）年当時の西表島における和牛の飼養頭数は 248 頭であったが、1992（平

成４）年の時点では 59戸が 1,278頭を飼養していたので、おそらく西表島で和牛の飼養が

盛んになるのは 1980年代以降のことと思われる。 

2021（令和３）年 12月末時点の西表島における肉用牛の飼養農家は 43戸で、飼養頭数は

1,761頭であった。この頭数は竹富町内では黒島に次いで多い。 

生産した子牛は石垣島の八重山家畜市場に船で出荷されている。子牛の年間出荷量に関

する統計はみあたらなかったが、親牛と子牛の合計である飼養頭数 1,761頭から推定して、

年間の子牛出荷数は 700 頭前後だろう。ちなみに昨年の八重山家畜市場における子牛の平

均価格は約 55万円であったことから、子牛の出荷額は 3.8億円前後と推定される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住吉地区の住吉牧場（左）、牧草地に放たれている親牛（右） 
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住吉 

 丘から坂を下り、ニシ崎の近くの海岸を降りた先に星砂の浜があった。有孔虫の殻で構成

される砂浜で、西表島の他には竹富島など八重山地方の海岸に多い。海岸の入り口に「ペン

ション星の砂」があり、「ほしずな亭」という飲食店もあったが、オフシーズンということ

もあり、店はやっていなかった。このあたりから先が住吉の集落になる。 

西表島の最北部、半島の先端付近が住吉の集落になる。周囲には土地改良された農地が広

がっている。広い敷地を有する住吉公民館の脇に入植記念碑が置かれていた。石碑の下に

「碑建立の辞」が書いてあった。当時の様子がわかるので引用しておこう。 

 第二次大戦による郷土の荒廃と食糧難はその極に達し、復員、引揚者の職もなく、混沌たる世相であった。時の宮古

民政府は宮古群島での公共施設、住宅等の建設資材を穫得するため伐採隊を派遣し、併せて食糧補給隊として当地区、

宇奈利崎一九五番地の利用権を得て、ここに開拓隊を入植せしめた。その後、琉球政府でも、八重山各地に計画移民を

行ったが、住吉部落はその始まりだった。マラリアやジャングルと戦って住吉部落の基礎を作った開拓隊員の名を印し

て記念とする。 

 碑文の脇には 29名の氏名が記されていた。別の資料によると、1948（昭和 23）年に男ば

かり 37人、37戸が宮古島の下地から政府の計画移民として入植したことになっている。ジ

ャングルを切り開き、材木を得るとともに農地を開墾し、今日の住吉の集落が形成されたよ

うだ。入植当初は芋を栽培していたらしい。今はサトウキビ畑、大きな放牧場、パイナップ

ル畑が広がる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

、星砂の浜（左）、住吉集落に置かれている開拓記念碑（右） 

 

浦内 

 半島を周回し県道 125号に戻り、西へとさらに進む。浦内川の河口部右岸に浦内の集落が

形成されていた。 

月ヶ浜という景勝地の背後に「星野リゾート西表島ホテル」がある。宮古島で大規模リゾ

ート開発を手がけるユニマットが所有していた「ホテルニラカナイ西表島」（全 140室）を

2019年に 36.5億円で買収したものだ。星野リゾートは八重山の離島に目をつけていて、西

表島の他に竹富島や小浜島でもホテルを営業している。  

集落内には、西表手仕事センターと東海大学沖縄地域研究センターの２つの施設が置か

れている。竹富町には「ミンサー織」などの伝統的な織物があるが、西表手仕事センターは

その技術を継承している。また織物を小物に加工して販売しているようだ。施設は町が建て、
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竹富町織物事業協同組合が指定管理者になっている。ただ新型コロナの影響で見学はでき

なかった。同様の施設が竹富島にもあった。 

東海大学の沖縄地域研究センターは亜熱帯地域の海洋生態系を対象とした研究と教育の

施設である。今は廃村となっている網
あみ

取
とり

の集落にあった小学校跡に 1976（昭和 51）年に開

設された。その後、現在地に新たに施設を建てたものである。主として同大学の海洋学部の

先生や学生が利用しているようだ。ただ敷地内に入ったが誰もいなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

星野リゾートの西表ホテル（左）、東海大学沖縄地域研究センター（右） 

 

浦内川 

 浦内の集落を南下すると浦内川に架かる浦内橋に出た。浦内橋は全長 272ｍで、1970（昭

和 45）年に竣工している。橋のたもとに浦内川遊覧船の乗り場があり、（資）浦内川観光と

いう会社が遊覧船を運航している。料金 3,000円を払い、遊覧船に乗る。 

 遊覧船は全部で４隻あり、１時間毎に就航している。船長は浦内川のガイドを兼ねている。

船には私たちを含め 12 人が乗船した。主として川の自然環境に関する説明を聞きながら、

川を遡る。約 11㎞先が終点となり、「軍艦岩」岩と呼ぶ大きな岩が船着場になっている。こ

こまで約 30分を要した。船着場から先は登山道が整備されており、トレッキングコースと

なる。乗船したうちの若い８人はここからマリユドウ展望台やカンビレーの滝をめざして

登っていった。カンビレーの滝までは１時間ほどらしい。 

この山岳道路は、戦後、東部の古見と西部の祖納を結ぶ森林電話のケーブルが設置された

時に、その管理道路としてつくられたものである。北岸道路がなかった当時、この道は西表

島の横断道として島民に利用され、また、秘境を訪れた大学のワンゲル部などもこの道を通

っていたようだ。 

 浦内川は沖縄県最長の河川である。桑木山（標高 312ｍ）付近を源流とし、全長は 19.4

㎞、流域面積は 54.24㎞ 2である。 

浦内川は軍艦岩までが急流で、そこからなだらかな流れとなり海に続く。つまりいわゆる

中流域というものがない。大潮時の干満差は約２ｍであり、軍艦岩付近までは感潮域となっ

ている。このように感潮域、つまり汽水域が広いことから、この川の魚類相は多様性に富ん

でいる。西表島エコツーリズム協会発行の「浦内川の魚」によれば、浦内川に生息する魚類

は 407種に及ぶ。また環境省が指定している絶滅危惧種は 43種に及ぶという。最も大きな

魚はオオメジロザメだ。 
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 河口域の両岸はマングローブ林で覆われている。恐らく日本最大の規模だろう。マングロ

ーブ林を構成するのはオヒルギ、メヒルギ、ヤエヤマヒルギの３種で、この３種が浦内川の

マングローブの８割を占めている。ガイドはそれぞれのマングローブに船を接近させて解

説してくれた。 

 この川沿いにはかつて「稲葉」という集落があった。最後まで残ったのが浦内川観光の社

長をしている平良彰健さんの平良家で、1969（昭和 44）年に海岸沿いの集落に移住したこ

とにより廃村となった。ここでは浦内川の豊富な水の恩恵を受けた水田づくりが盛んで、米

を作り、材木を出荷、炭も焼いた。もともとは干立や祖納の集落の人々が出作りをしていた

ところで、その後、住み着くようになって集落が形成された。多い時には 15戸 100人ほど

が生活しこのうち子供は 27人であった。集落には学校がなかったので片道１時間半ほどを

かけて祖納の小中学校に通った。しかし 1968（昭和 43）年７月下旬に島を襲った台風５号

で集落は壊滅的打撃を被り、集落を放棄せざるを得なかった。以上の経過は、稲葉でかつて

生活をしていた人々の追憶を「記録されなかったムラの記憶」という本に聞き書きとしてま

とめられているので、この本を参考にしたものだ。 

 なお、稲葉の集落とは別に浦内川沿いには後述する炭鉱もあった。現在でのその遺構が残

っているがかなり歩かなければならないので、諦めた。 

 川岸にはイノシシが掘った爪痕がところどころに見られた。また岸辺にモーターボート

が係留されている場所もある。恐らくイノシシ狩りに入った猟師の船だろう。イサゴ（英語

でオスプレーはこの鳥のことだという）という鳥が川に飛び込み魚を抱えて飛び立ってい

った。軍艦岩から出発点の船着場に戻ったが、往復の所要時間は約１時間であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浦内川遊覧船の発着場（左）、終点の船着場（右） 

 

手漉き和紙・めぐみ工房 

浦内の集落に手漉き和紙の工房があった。「めぐみ工房」という。この工房を営むのは西

恵さん。最初に訪れた時、恵さんはいなかった。ご主人が和紙の原料である青雁皮の皮をは

ぎ、釜で煮る準備をしているところだった。２回目に訪ねると、彼女は畑から戻っていた。 

千葉県の出身で西表島にやってきて結婚、すっかり島の人になっている。 

琉球王朝で使用していた紙は中国からの輸入品であったが、薩摩が琉球を支配すると紙

を輸入できなくなり、自前で作ることになった。琉球王朝は 1689（元禄２）年に大見武憑
おおみたけひょう

武
ぶ

を和紙の製法を学ばせるために薩摩に派遣する。大見武は製紙技術を学んで帰国後、本格
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的に紙漉きを開始した。これが沖縄における紙漉きの始まりといわれている。大見武が紙漉

きを始めた４年後の 1699（元禄 12）年には八重山地方にこの技術が伝わる。八重山に琉球

楮が自生していることがわかり、小浜仁屋
に や

が首里に派遣され、楮紙の製造技術を学ぶ。1720

（享保５）年ごろには芭蕉を原料とする芭蕉紙の製法も伝わった。八重山では石垣島と西表

島に紙漉所が置かれ、蔵元（役所）で使われる紙が作られるようになった。八重山で作られ

た紙は楮紙と芭蕉紙であったが、19 世紀中ごろの古文書には八重山に自生する青雁皮を原

料にした紙も使われている。しかし、1699年以来続いていた八重山の紙漉きは 1894（明治

27）年の紙漉き所の閉鎖により廃止された。以上が八重山における和紙づくりの経緯である。 

その後、大正、昭和の一時期、青雁皮を原料とした製紙業も行われたが、戦争により途絶

えてしまった。戦後復興を経て 1977（昭和 52）年に人間国宝・安部栄四郎氏の弟子の勝公

彦氏の指導により青雁皮を原料とした西表島の手すき和紙が復活した。恵さんのご主人の

父親が西表西部診療所の医師と一緒に西表工芸研究所をつくり青雁皮の和紙を復活させた

のである。これを受け継いでいるのがめぐみ工房ということになる。 

ここでめぐみ工房の和紙づくりを紹介しておこう。青雁皮などの原木から枝を採取して

蒸す。樹皮をはぎやすくするためだ。蒸した枝の樹皮を剥ぎ、さらに４時間ほど蒸す。灰汁

を溶かした溶液で樹皮が柔らかくなるまで煮る。白皮の塵などを取り除いた後、木槌で叩く。

これを叩
こう

解
かい

と呼ぶ。叩解した繊維を水ともに「漉き舟」に入れ、馬鍬
ま ぜ

という道具でよく撹拌

し、トロロアオイの粘液を入れる。十分にほぐしてから紙漉き作業に入る。漉いた紙は水分

を多く含むので、一晩おいた後、圧力を加えながら約１日かけて徐々に水分を除く。干し板

に貼り、天日乾燥させてできあがり。なお、原料の青雁皮や琉球楮、琉球トロロアオイは何

れも西表島に産する。お土産に和紙とはがきを購入する。なお、西表島の小中学校の卒業証

書は「めぐみ工房」で漉かれた和紙が代々使われてきた。「めぐみ工房」では手漉き和紙の

他に、草木染もやっていて、体験することもできる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めぐみ工房（左）、栽培中の琉球藍（右） 

 

干立 

 浦内川を渡り、県道 215号から海側に入ると、木立に囲まれた静かな集落がある。急いで

走ると集落の存在に気付かずに通り過ごしてしまいそうだ。この集落は干
ほし

立
だち

といい、星立と

書く場合もある。隣の祖納とともに西表島で古くから続く集落で、1605（慶長 10）年の「慶

長検地」にもその名が記されているという。現在、106人（60戸）が暮らしている。 
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 集落内には防風用にフクギやヤラブの並木が続き、サンゴ石の塀と一部に残る赤瓦の住

宅は、典型的な沖縄の集落の特徴を残している。この集落内には「イルンティフタデムラ」

や「ホテル星立」という宿泊施設あり、集落の伝統や文化、自然を体験する教育旅行をめざ

している。いわゆるリゾートホテルではない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

干立の集落内の道路（左）、沖縄の典型的な赤瓦の住宅（右） 

 

祖納 

干立を過ぎると、祖納の入口に東経 123 度 45 分 6789 秒の子午線モニュメントが立つ。

ここにはふれあい館が整備されている。その先に町立西表小中学校が置かれていて、隣に広

いグランドがあった。ここから県道の海側が祖納の集落になる。 

西表島の北西部の祖納岳の麓に拡がる祖納集落は、歴史的に最も古い集落で、1477 年に

起きた済州島民漂流の見聞記（「朝鮮王朝実録」）に出てくる「所乃島」「所乃是麼」が祖納

村と想定されるという。 

15 世紀末、近くの外
そと

離島
ばなりじま

で生まれた慶来
け ら い

慶田
け だ

城用
ぐすくよう

は祖納を拠点として西表西部と石垣

島に勢力を拡大する。「オヤケアカハチの乱」（1500 年）が鎮圧された後の 1502（文亀２）

年に首里の琉球王府から「西表首里大屋子」に任命され、この一帯を統治した。その後、西

表島には石垣島の役人が赴任してくるようになる。 

西表島の英雄ともいえる慶来慶田は祖納崎半島の高台に屋敷を構えた。この高台は通称

「上村」、下の低地は「下村」と呼ばれた。下村には「大平井戸」や水田があり、ここを利

用するために使われた道は「ピサダ道」と呼ばれ、竹富町の史跡に指定されている。 

大正期に入ると、上村から下村への移住が次第に始まり、現在の祖納の集落が形成された。

現在、高台の上村には集落跡が残っているだけである。 

この当時（16世紀前半）、祖納には、①現在の上原までを範囲とする西表村、②西側の船

浮・網取や南部の鹿川までを範囲とする慶太城村、の２つの村を監督する番所（役場）が同

じ敷地内に置かれていた。つまり行政の中心地だったのである。この状態が 100年近く続い

た。その後、網取や鹿川は崎山に新設された番所へ割譲され、船浮より東が新たに「西表村」

とされた。また祖内に隣接する干立より北は「西表村」から「上原村」へ改称された。 

祖納の現在の人口は 127人（68戸）であるが、1961（昭和 36）年当時は約 650人（約 100

戸）が暮らし、西表小学校の児童は、干立と合わせて 225人ほどだったというから、人口は

大きく減少している。20 世紀半ばまでは西表島西部の中心地であった祖納であるが、現在
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は 20世紀初頭に廃村となった後に再興され、石垣島との定期航路の発着点となった上原に

交通・経済の中心が移っているためだ。 

祖納の集落に「新盛家住宅」と呼ばれる木造茅葺きの民家が残っている。築 150年と推定

され、沖縄県のほとんどが戦争で焦土と化したため、県内に現存する最古の木造民家とされ、

県の有形文化財に指定されている。 

この家は釘や金具を使わずに楔で絞められた「貫
ぬ

木
き

屋」と呼ばれる造りで、西表島に自生

するフクギやイヌマキが柱や梁に使われ、内装にはセンダンやフクギが使われているらし

い。2011年に 10年ぶりに茅の吹き替えが行われているが、人口減少と高齢化、そして茅葺

き技術の伝承の問題もあり、これからの維持活動は大変だろう。現在の集落には赤瓦の典型

的な沖縄の家も残るが、四角い鉄筋コンクリートの建物も目立つ。 

新盛家住宅から海岸に出ると、「まるまぼんさん節」と「祖納嶽節」の歌碑が立っていた。

目の前には外離島が横たわる。また、重要無形民俗文化財に指定されている「西表島の節祭」

の石碑もたつ。 

その隣にサンゴ礁を掘削して造成した西表漁港（第１種）である。漁港はここが唯一で、

西表島の残りの港は全て地方港湾である。西表漁港には漁船を収容する艇庫が置かれ、斜路

には５～６隻の船が陸揚げされていた。漁港内にはトローリング用の竿を備えた漁船が４

～５隻、明らかに遊漁船と思われる比較的大きな船も数隻係留されていた。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

沖縄県最古の木造茅葺民家・新盛家住宅（左）、下村から上村に向かうピサダ道（右） 

 

白浜 

西表トンネル（675ｍ、1993年開通）を抜けると、白浜の集落である。県道 215号はここ

で行き止まりになる。この先に船浮の集落があるが、ここへは船が通っている。船浮の先に

も網取、崎山、鹿川の各湾に集落が形成されていたが、今はない。船浮の先の網取という集

落は 50 年前の 1971（昭和 46）年に廃村になっている。上述したように沖縄返還後の 1976

（昭和 51）年に東海大学が町立網取小中学校の跡地を譲り受けて、東海大学沖縄地域研究

センター網取施設を開設しており、白浜港から 2010（平成 12）年まで週１便の定期航路が

開設されていた。 

白浜はもともと浜崎と呼ばれ、仲良川沿いに苗代田があったようだが、人が住むようにな

ったのは大正初期のことである。この当時はカツオ漁が営まれていたらしい。後述するよう

に炭鉱が開発されると、1917（大正６）年に沖縄炭鉱、翌年に星岡鉱業、その翌年には琉球
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炭鉱が進出してくる。海を埋め立てて土地を造成、今日の集落がつくられた。つまり白浜は

炭鉱開発によってできた集落なのである。1945（昭和 20）年には米軍の爆撃を受けて、集

落は全滅。度重なる台風により苦難の歴史を歩んできた。 

白浜の集落は海岸線に平行に形成されている。人口は 129 人（62 戸）で祖納とほぼ同じ

規模だが、集落内には「海人の家」「金城旅館」「民宿しらはま荘」の各宿泊施設があり、飲

食店、商店もある。日本の秘境を旅する観光客の受け入れ態勢が整っている。白浜港内には

スタンドアップパドルに興じる若い人たちがいた。白浜は集落をあげて様々な体験ツアー

を開催し観光に力を入れている。なお漁業を営む人が数名いるらしいが、船は陸揚げされて

いた。 

集落のはずれに白浜小学校が置かれている。中学校はないので、小学校を卒業すると隣の

西表小中学校に通うことになる。 

 

白浜の船客待合所（左）、町立白浜小中学校（右） 

 

西表炭鉱 

 白浜港の船客待合室には西表島の炭鉱の歴史を記したパネルが掲示されていた。西表島

にかつて炭鉱があったことは、以前、海老名の図書館で三木健さんの本を読んで知っていた。

現地に出かけた時には是非どんなところだったのかを確認したいと思っていた。それにし

てもこのように大々的に炭鉱をアピールしているとは意外だった。掲示内容は基本的に三

木さんの時代区分を踏襲していた。 

三木さんは地方紙（琉球新報）の記者をしていて、膨大な資料を集め、西表島炭鉱に関す

る著作を何冊も表している。埋もれていた歴史に光を当てた功績は大きい。 

 西表島の炭鉱は、①白浜港の目の前の内離島
うちばなりじま

、②浦内川支流の宇多良川沿い、③中野と

上原の集落背後と六坑山、に分かれていた。なかでも中心は内離島であった。この一帯は新

生代第３紀の砂岩層で、沖縄県で唯一の炭層があった。ただ炭質が良かったものの、炭層が

30 ㎝ほどと薄く、しかも断層によって細かいブロック状になっていたため、採取効率が悪

いという欠点を抱えていた。それでも採炭は明治中期から昭和 30 年代までの約 80 年間続

いたのである。 

 三木さんは西表炭鉱の歴史を、①採炭前史、②創成期（明治期）、③全盛期（大正期）、④

戦時体制期（昭和期）、⑤米軍統治期（戦後期）の５期に分けている。ここで各期の特徴を

簡単に整理しておこう。 
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 1853（嘉永６）年と 1854年の２度にわたって琉球を訪れたペリー艦隊は琉球を重視し炭

脈の調査を行っている。当時、蒸気船の燃料は石炭であったから、はるばるアメリカから日

本にやってきたペリー艦隊は現地で石炭を補給することを望んでいた。ただ実際にペリー

が西表炭鉱を発見したかどうかは定かでない。三木氏は艦隊一行の主任技師Ｒ．Ｇ．ジーン

ズが発見したという通説は間違いと指摘している。「燃える石」の存在は現地では古くから

知られており、琉球王府も石炭の存在を知っていた。石炭が外国人に発見されるのを恐れて

石炭が露出する場所は樹木を植えて隠すように指示していたという。ところが石垣島に住

む大浜加那は石炭の存在を薩摩藩の林太助にもらす。このため大浜は波照間島へ 10年の流

罪になった。そして石炭の存在は薩摩藩の知るところとなり、薩摩藩の「大有丸」が八重山

に調査に来ている。ここまでが採炭前史になる。 

 琉球処分（1879 年）後、明治政府は西表島の炭脈を調査。内務大臣山県有朋が三井物産

の益田孝を伴って現地を視察。1885（明治 18）年から三井物産が元成屋と内離島の成屋で

採炭を開始した。採炭には囚人が使われたが、多くの坑夫がマラリアに感染し、1889（明治

22）年には事業を中止する。その跡に進出したのが大倉組（現大成建設などの旧大倉財閥）

で、内離島で坑夫 1,200人を投入して採炭を開始した。しかし大陸への輸出を担った新造船

の沈没が影響したのか 1899（明治 32）年には採炭事業から撤退する。大倉組の後を琉球王

朝の尚家が設立した沖縄廣運会社に引き継がれ、同社は台湾に石炭を輸出した。この会社の

事業も長く続かず、1907（明治 40）年に事業は中止になる。 

 これまでは大資本による採炭であったが、大正期に入ると、日本本土の中小資本が参入し

ている。八重山炭鉱（1908年）、沖縄炭鉱（1918年）、琉球炭鉱（1921年）が参入し、大正

期の西表３大炭鉱と呼ばれた。この他にも先島炭鉱、共立炭鉱、高先炭鉱などが現地に参入

する。例えば八重山炭坑で働く坑夫は総数 864人で、沖縄県人 470人、他府県人 212人、台

湾人 150人、中国人 28人で、家族を含めると 1,000人を超えていたといわれている。全部

の炭坑を合わせると、当時４～５千人の人々がこの西表炭鉱で働いていたと推定される。各

炭鉱には納屋制度が取り入れられ、納屋頭のもとで奴隷的な労働環境にあったようだ。渋沢

敬三は台湾視察の帰途、1926（昭和元）年に西表炭鉱を訪れ、「南東見聞録」を著わしてい

るが、当時の炭坑労働者の悲惨な実情を描いている。 

  

 

 

かつて炭坑のあった内離島 

 

 

 

 

 

船客待合室に掲げられた西表島炭坑の資料（左）、かつて炭坑のあった内離島（右） 

大正期の群小炭坑時代から戦時期になると、南海炭鉱、丸三炭坑、星岡炭鉱を主軸とする

時代へ移行する。丸三と星岡はもともと納屋頭として炭鉱夫を掌握していた山師だった。し
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かし戦局の悪化と共に陸軍船浮要塞の建設が 1941（昭和 16）年から始まる。一方、1943（昭

和 18）年ごろからは米英の潜水艦が出没し始め、石炭の運搬も困難になり、坑夫は徴用さ

れていく。かくして戦争の激化とともに 1943年時点で採炭は中止された。 

敗戦によって新たな統治者になった米軍は西表島の石炭に目をつけて採炭に着手し、炭

鉱経営は 1948年から 1952年まで５年間続いた。その後、事業は民間に払い下げられたが、

石炭産業が斜陽化するなかで、1960 年代にはすべての活動が停止され、西表島の炭鉱は終

焉を迎えた。炭坑の遺構は今ではジャングルに覆われ、往時の姿を見ることはできない。 

 

船浮 

白浜港からは船浮海運が運航する定期船が船浮まで通っている。１日５便で所要時間は

約 10分である。料金は往復 960円。「ふなうき丸」という３年前に就航した新造船に 11人

が乗り込み、15時 50分に白浜港を離れた。 

 船はかつて炭鉱のあった内離島と西表島の間の水路を通り、船浮の港に入った。港の左側

正面に琉球真珠の作業場と寮が置かれている。 

 船浮には 16世紀後半にすでに集落があり、祖納に置かれていた琉球王府の番所の監督下

に置かれていた。戦争中は海軍の施設が置かれ、集落内の学校や民家は兵舎となり、住民は

大原に強制移住させられたらしい。 

 住民基本台帳上の人口は 45人（29戸）だが、この中には小中学校の教職員や真珠会社の

従業員などが含まれるため、もともとの島民は 30人（11戸）という。 

 港の近くに「山猫のテラス」という飲食店、続いて「奥西表」という宿が並び、船浮には

民宿２軒とコテージ２軒がある。真珠養殖と観光業によってこの集落を存立しているわけ

だ。４半世紀前には漁師がいたそうだが、今はいない。 

 集落の北側に町立船浮小中学校が置かれている。比較的広いグランドがあり、背後に校舎

と体育館が並ぶ。学校の近くには教員住宅もあった。校庭に女性教師２人がいたので尋ねる

と、現在の在校生は小学生が３人、中学生は１人で、先生は９人、職員を併せると 11人に

なるという。なお、未就学児もいるらしい。ちなみに後述する大峯英松さんが子どものころ

は児童生徒数が 24人、先生が７人だったという。 

 集落に入ると、「コーヒー・カレー ぶーの家」という店があった。休憩がてら入ったと

ころ今日は休みだという。ちょっと船浮の集落のことを質問し始めると、どうやら気に入っ

てもらえたらしく、休みなのにコーヒーを出してくれ、クッキーまでいただいた。しかも料

金は固辞された。この店は大峯英松さん夫婦が営んでいる。 

奥さんは私と同学年の 75歳。もともと山好きであったが、たまたま西表島に遊びに来て

気に入り、琉球真珠の寮で賄いとして働いていた。そこで現在のご主人と知り合い結婚、以

来この集落に住んでいる。 

 一方、ご主人は船浮の生まれで、中学を卒業後、神奈川県海老名市の会社に就職。30 歳

の時に船浮に戻り、琉球真珠に勤めた。この時に奥さんと知り合ったわけだ。ご主人が上京

した時代は、まだ浦内川に橋が架かっておらず、渡し船で渡河し、歩いて大原まで行き、大

原から船で石垣島に出て、さらに船で沖縄本島にわたり、鹿児島までの船旅の後、汽車で東

京に向かった。中学を卒業したばかりの少年にとって想像を絶する不安な長旅だったに違
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いない。大峯さんはロッジを２棟持っているが、何れも自分で建てたものだ。だいたい離島

の人は何でもできる人が多い。うち１棟はＩターンの人が住みつき、残りの１棟をロッジと

して提供している。 

港の近くに「イリオモテヤマネコ発見捕獲の地」と書かれた木柱が立っている。この発見

捕獲の張本人が大峯さんである。1974（昭和 49）年３月 17日午前３時頃、犬が吠えたのを

察して、小屋に入って鶏を食べているところを大峯さんが網をかぶせて生け捕りにした。彼

はこれまでに４回イリオモテヤマネコを見ているという。またリュウキュウイノシシの狩

りもしており、手製の括り罠を見せてくれ、操作方法を解説してくれた。昨年は 13頭のイ

ノシシを獲ったという。トップクラスになると、シーズン中に 40～50頭獲る人もいるらし

い。リュウキュウイノシシは本州のイノシシよりも小型で通常は 30㎏前後、最大でも 50kg

ほどだ。捕獲したイノシシは足を括って運ぶのだが、歳をとり重いものが運べなくなったた

め最近は引きずってくるらしい。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

船浮小中学校（左）、「コーヒー・カレーぶーの家」を営む大峯英松夫妻（右） 

 

真珠養殖 

 船浮の港には㈱琉球真珠の作業場と従業員の寮が置かれている。上述した大峯夫妻はこ

こで働いていたことはすでに述べた。 

琉球真珠の実質的な創業者である渡嘉敷進氏は石垣島の川平湾でクロチョウガイ（黒真

珠）の養殖に取り組み、1970（昭和 45）年に初めて真円の黒真珠の量産化に成功した。さら

に 1971（昭和 46）年には天然に依存していたクロチョウガイの人工採苗にも成功する。そ

して人工採苗による稚貝養殖に適した新たな漁場を求めて進出したのがこの船浮の地で、

1974（昭和 49）年のことであった。 

その後、フィリピンからシロチョウガイの母貝を導入し、こちらの人工種苗の生産にも成

功する。そして 1987（昭和 62）年には外離島の近くに新たに養殖場を開設した。さらに 1992

（平成４）年には船浮の現在の場所にクロチョウガイとシロチョウガイの種苗生産施設が

完成し、種苗生産から母貝養殖、挿核して真珠養殖と一貫生産体制が確立している。 

大峯さんによると、最も多い時には船浮の事業所で 30人ほどが働いていたが、現在は職

員が３人、賄いを入れて４人体制になっているとのことだ。 

 船浮発 17 時 10 分が最終便なので、これを逃すと船浮に泊まらなければならない。船着

場には少年が２人いて、釣りあげてきた大きな「オニカマス」を見せてくれた。現地には１
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時間滞在して、最終便に乗る。乗客は来た時よりも増えて 14人だった。浦内の集落にある

「キッチンいなば」を予約していたので、白浜から一路浦内へ急いだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

琉球真珠の作業場と宿舎（左）、クロチョウガイとシロチョウガイの養殖場（右） 

 

キッチンいなば 

 途中少し寄り道をして 18時に「キッチンいなば」に着いた。解禁になったばかりの野生

のリュウキュウイノシシ（現地では「カマイ」と呼ぶ）とノコギリガザミが食べたかったの

で、浦内川観光の遊覧船切符売り場で食べられる店を聞くと、「キッチンいなば」を教えて

くれたのだった。実は教えてくれた本人がこのレストランのオーナーであることを後で知

った。この店は琉球和紙の「めぐみ工房」の近くにあり、同所を訪ねた折にキッチンの場所

を確認し、たまたま店から出てきた女性が従業員だったので予約しておいた。ちなみにこの

時期は夕食のみの営業である。 

垢抜けした小綺麗な店で、カウンターと４人掛けのテーブル席が 10席ほどあって結構広

い。店内には地元の関係図書が並び、販売もしている。 

私たちはオープンと同時に店に入ったが、すぐにカウンター席に１人客が３人ほど入り、

テーブル席にも２組の顧客が入ってきた。平日のしかもオフシーズンにもかかわらず顧客

が多いから人気があるのだろう。 

この店のオーナーは浦内観光の平良彰健さんで、切符売り場で店を教えてくれた張本人

であり、私のことは覚えていた。彼はすでに廃村になった稲葉集落に生まれ育ち、最後に集

落を後にした家族の一員で、稲葉集落への思い入れは深く、したがって店の名前も「いなば」

にしたのだった。 

島豆腐のスクガラス添え、カマイのチャンプル、ノコギリガザミのパスタを注文した。続

いてカマイ汁も頼んだ。こちらには握り飯がついた。何れも大変美味である。カマイの肉は

柔らかく、またカマイ汁は骨まで砕いているので、髄液がスープの味を恐ろしく高めている。

そしてよく煮込んでいるから身離れがいい。カマイの狩猟期は 11月 15日から２月 15日ま

での３ヶ月間であるが、運よく狩猟期にあたっていた。かつての同僚で石垣島で漁師をして

いる佐々木誠氏から西表島に行ったら是非食べていくようにとアドバイスを受けていた。

野生のイノシシは血抜きがポイントで屠殺してすぐに血抜きをする必要がある。西表島で

は鉄砲は使わず、大峯さんに教わった括り罠で生け捕りにしている。イノシシの肉は何度も

食べているが、カマイは確かに柔らかくて風味があり美味い。 
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店の棚にはたくさんの種類の酒が置いてあったが、自動車だったので飲むことはできな

かった。ところが周りの人はみんな酒を飲んでいた。全員が徒歩で来たのではあるまいから、

恐らく島では飲酒運転はあまりうるさくないのかもしれない。 

店のウエイトレスによれば、この店のシェフは島外から西表島にやってきたＩターン者

で、もう 10年以上に住んでいるとのことだ。料理はうまく、盛り付けのセンスがいい。 

そのうちオーナーの平良さんがやってきてカウンター席でワインを飲み始めた。そして

三線を奏で島唄を始めた。時々、このように興に乗ると店にやって来て唄うのだそうだ。 

夕食後、上原と大原のほぼ中間に位置するこの日の宿に向かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノコギリガザミのスパゲティ（左）、琉球民謡を歌うオーナーの平良彰健さん（右） 

 

令和５年１月 15日 

ジャングルホテルパイヌマヤ 

 「西表島ジャングルホテルパイヌマヤ」は県道 215 号から少し山側に入ったところにあ

る。道路は舗装されていない。ホテルはその名のとおり、ジャングルに囲まれた山の中にあ

るが周辺の木は高木ではないから、通常イメージするようなジャングルとはいえない。現地

語でパイヌは「南の」、マヤは「猫」を表すそうで、つまりホテル名は「南の猫」というこ

とになる。ホテルの裏をホーラ川が流れる。 

2017（平成 25）年３月に開業した比較的新しいホテルである。建物は２階建てで、29室

あり、基本的にツインで、一部トリプルの部屋もあるようだ。それにコテージが１棟用意さ

れている。ロビーには図書コーナーが置かれ、西表島に関する本が比較的そろっていた。本

館とは別に、離れに売店と食堂がある。 

 周辺にはホテル以外に何もない。自然があるだけだ。西表島の自然にふれることを目的に

泊まる人が多いようで、海、川、山のカヌーやトレッキングなどのツアーも用意されている。 

 西表島は竹富島と並ぶ観光地であり、観光協会の資料によると、島内には西部に 20、東

部に５つの宿泊施設があるから受入体制は充実している。竹富町役場の統計書によると、西

表島の年間観光入込客数は 2007（平成 19）年の 405,646 人がピークだった。その後減少、

コロナ禍の 2021 年は 124,134 人に落ち込んでいる。しかし 2022 年は２倍ほどに増えてい

るというから近いうちにコロナ前の水準に戻ることだろう。 

 食堂でバイキング形式の朝食を済ませ、７時半ごろにチェックアウトした。あいにく昨夜

からの雨は降りやまず、小雨が続いている。 
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ジャングルホテルパイヌマヤの入口（左）、同ホテルの建物（右） 

 

イリオモテヤマネコ 

西表島は奄美大島、徳之島、沖縄島北部とともに、2021（令和３）年７月に世界自然遺産

に登録された。貴重な固有種と絶滅の恐れのある動植物の生育地であることが、登録の根拠

となっており、西表島を象徴するのがイリオモテヤマネコである。 

古見の集落に入る少し手前の道を山側に進むと、西表野生生物保護センターが置かれて

いた。イリオモテヤマネコをはじめとする絶滅の恐れのある野生生物の保護増殖や調査研

究を総合的に行うために、環境省が 1995（平成３）年７月に設置した拠点施設である。昨

年（2022年）７月にリニューアルオープンしている。センターの手前には（独法）森林総研

の西表熱帯林育種技術園が置かれている。雨の中、センターを訪れたが、開場は 10時から

だった。帰りの船の時間が決まっていたので入館できなかった。 

イリオモテヤマネコは動物文学の第一人者とされる戸川幸夫氏が 1965（昭和 40）年に西

表島南部の南風見田の浜に埋められていたネコを発見（生体の発見は地元の大原中学校の

生徒）、当時の国立科学博物館動物部長だった今泉吉典博士のところに持ち込み、同博士が

1967（昭和 42）年に新種として報告した。20世紀後半になっての哺乳類の新種発見はきわ

めて珍しかったから、がぜん注目を集めた。発見されたのは遺体だったことから、生きたイ

リオモテヤマネコを求めて、多くの研究者が西表島にやってきた。 

1975（昭和 50）年５月に新婚旅行で西表島を訪れた当時、島はイリオモテヤマネコで大

騒ぎになっており、安間繁樹さんという研究者が現地に張り付いて、イリオモテヤマネコの

動画撮影に挑んでいた。また今泉吉典博士の子息の今泉忠明氏も、イリオモテヤマネコの調

査に参加していた。そして生きたイリオモテヤマネコを始めて捕獲したのが上述した大峯

英松さんだった。 

西表島の方言で、イリオモテヤマネコは「ヤマピカリャー」とか「ヤママヤー」と呼ばれ、

昔から島民の間ではその生息が知られていた。通常は標高 200m以下にあるスダジイやカシ

からなる森林に生息しているが、河川の周辺や低湿原、林縁などを好み、山麓や海岸線の低

地エリアに生息している。このため道路に出没することも多く、野生生物センターによると、

1978 年～2021 年までの 43 年間に 97 件の交通事故が発生し、89 匹の死亡が確認されてい

る。このため、西表島の道路脇には注意を呼び掛ける「子ネコ出没中」の看板がいたるとこ
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ろに目立つ。ちなみに環境省は、現在のイリオモテヤマネコの生息個体数を約 100頭と推定

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西表野生生物保護センター（左）、道路脇にみられる「子ネコ出没中」の看板 

 

干潟と海浜ゴミ 

 西表島の周囲はサンゴ礁が発達しているので、原生林から河川を通じて流れ込んだ土砂

はリーフの手前に堆積し、広大な干潟を形成している。２つの河川に挟まれた古見集落の前

面には広大な干潟が広がっていた。うす茶色の干潟とコバルトブルーの海が好対照をなし、

美しい。 

しかし、干潟の潮上部には大量のプラスチック類を中心とするゴミ類が打ち揚げられ、興

ざめする。西表島は本州や九州からは遠く離れており、台湾や中国の方がはるかに近いから、

恐らく中国大陸からもたらされたものだろう。プラスチックゴミの海洋流出を防止するた

めには国際的な取り組みが当然、求められるところである。しかしゴミが大量に漂着してい

る現実をみると、まだまだ国際協力の実現性に疑問符がつく。 

しかし現実問題として漂着したゴミ類は何とかしなければならない。西表島の人口は少

なく、海岸線はとてつもなく長いから、ボランティアによる海浜清掃は現実的でない。日本

の離島の中には建設会社に委託して公共事業としてゴミを処理する事例も出てきた。国境

離島、さらには世界自然遺産の島の環境を守るために公費の積極的な投入が求められるで

あろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河口干潟（左）、干潟に打ち上げられた大量のプラスチックゴミ（右） 
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サキシマスオウノキ群落 

 古見の集落を過ぎた先に、国の天然記念物に指定されているサキシマスオウノキの群落

がある。前良川河口の南岸に位置する湿地帯で、観察に便利なように遊歩道が整備されてい

る。けっこう雨が強くなってきたが、滑らないように気をつけながら木製の遊歩道を歩き、

先端の群落を見に行った。 

 サキシマスオウノキはアオギリ科の亜熱帯性の常緑高木樹で、奄美大島、沖縄本島、石垣

島、西表島などに分布する。西表島では仲間川や浦内川などの河口の低湿地帯に広くに分布

するが、まとまった群落を形成しているのはここだけのようだ。古見の群落はオヒルギとヤ

エヤマヒルギの上部に分布し、その上はビロウやフクギの群落がゾーネーションを形成し

ている。 

このサキシマスオウノキは幹から波板状の板
ばん

根
こん

が発達するのが特徴である。本州では板

根が発達した木を見ることはない。亜熱帯域の土壌が浅く根を深く張れないような場所で

は、板状に根を発達されることで木を支えている樹木が多く、サキシマスオウノキはまさに

その典型なのである。 

板根の部分は非常に固く、大きいものでは高さ３ｍ、長さ６ｍに達するものもあるという。

このため西表島では、イノシシを処理する時のまな板や船の舵として昔から活用されてき

た。また、樹皮は染料や薬として利用されていたという。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

古見のサキシマスオウノキ群落の遊歩道（左）、サキシマスオウノキの板根（右） 

 

 古見から大原に出てレンタカー会社に車を返却し、大原港を９時 30分に出発する八重山

観光フェリーの高速船で石垣島に戻る。この日は上原港を出発する船は激しい北西風のた

め欠航していたから、大原港は乗客が多く、ごった返していた。 
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